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１ はじめに 

 新型コロナウイルス感染症の拡大の状況を受け、通常の清掃作業方法に感染症対策として追

加すべき手順等を検討した。また、軽症者等が宿泊施設等を利用する際の共用部分の日常清

掃や利用後の居室の消毒・清掃作業については、使用する保護具の種類、消毒する箇所や手

順等に十分注意して清掃作業を実施する必要があることから、厚生労働省等が発出している事

務連絡等を参考に、具体的な清掃等マニュアルを取りまとめた。 

 

２ 施設利用者の違いに応じた清掃等マニュアル 

（１）軽症者等宿泊療養の場合 

① 作業前の注意事項 

清掃等作業従事者の感染予防にあたって、清掃事業者側は以下の点に注意する。 

ア 現場責任者は、施設管理者から個人防護具着用の場合のみ入れる場所（ゾーン）（以

下「非清潔区域」という。）とそれ以外の場所（ゾーン）（以下「清潔区域」という。）を把握し、

すべての清掃作業従事者に周知すること。 

イ 本社担当者または現場責任者は、全ての清掃作業従事者に対し、作業を行う前に保護

具の正しい着脱について十分な訓練を行うこと。 

ウ 本社担当者または現場責任者は、全ての清掃作業従事者に対し、次の行動を徹底させ、

毎日確認すること。 

・ 発熱や風邪の症状、倦怠感などが見られる場合は、業務につかない。 

・ マスクの着用などの咳エチケットの実施や密室・密集・密接の３密を避ける。 

・ 清掃前後の手洗い、アルコールによる手指消毒を徹底する。 

（注）次亜塩素酸ナトリウム溶液で手指消毒は行わないこと。 

 

② 利用中の居室内の清掃は軽症者等自身が行うことから、共用部分及び退去後の居室内

の消毒・清掃方法について、以下のとおりまとめた。 

ア 共用部分 

（ア） 保護具 

手袋（ビニール手袋又はゴム手袋）、サージカルマスク、眼の防護具（フェイスシー

ルド又はゴーグル（目を覆うことができる物で代替可（シュノーケリングマスク等）。以

下同じ。））、長袖ガウン、専用の履物又はシューズカバー（準備できない場合は非清

潔区域を退室する際に靴の消毒を行うこと。） 

※保護具は使い捨てを原則とする。 

（イ） 清掃資機材 

非清潔区域専用の資機材を用いる。消毒する際は使い捨て可能なペーパータオ



ル等を使用する。 

（ウ） 消毒・清掃 

通常の清掃に加え、ドアノブなどよく触る箇所（※１）は１日１回以上、0.05～0.1％

（500～1,000ppm）の次亜塩素酸ナトリウム溶液で清拭し、消毒を行う。トイレは 0.1％

（1,000ppm）の次亜塩素酸ナトリウム溶液またはアルコール（70％）による清拭を毎日

実施する。次亜塩素酸ナトリウム溶液を用いて清拭した後は、水拭きを行う。 

（※１） 

・エントランスホール（玄関ホール） 

ドアノブ、ドアノブ周囲、ドア枠、方立、ガラススクリーン、什器備品（テーブル等）、

エレベータ S/W ボタン、S/W パネル、エレベータ表扉、三方枠、ゴミ箱、フロントカ

ウンター（テーブル）、ロビーテーブル・椅子 

・共用トイレ（稼働中の場合） 

個室ドアノブ、ドアノブ周囲、衛生陶器便蓋、便座、洗浄レバー、操作パネル、トイ

レットペーパーホルダー、洗面台、鏡 

・階段室（特に１F～３F） 

手すり、階段室ドアノブ、ドアノブ周囲 

・エレベータホール 

エレベータ S/W ボタン、S/W パネル、エレベータ表扉、三方枠、 

什器備品（例：窓台、自動販売機等） 

・廊下 

居室入り口ドアノブ（廊下側）、ドアノブ周囲、セキュリティーカードリーダー（シリン

ダーキーの場合は鍵穴周囲）、手すり、什器備品（例：窓台、自動販売機等） 

・エレベータ（籠内） 

 インジケーターパネル、S/W ボタン、エレベータ表扉（籠内側）、壁面（頭部、腰、足

周辺が触れる可能性のある個所）、セーフティーシュー（表扉ストッパー） 

・清掃作業従事者使用エリア（清掃作業従事者が軽症者等に接触するリスクがある

場合） 

清掃作業従事者用トイレの衛生陶器、通用口等入り口ドアノブ、個室ドアノブ、更

衣室ロッカードア、休憩室等、清掃作業従事者が触れる箇所 

 

[参考：次亜塩素酸ナトリウム溶液 500ml の作成方法] 

 ・濃度 0.05％（500ppm） 

   次亜塩素酸ナトリウム溶液５ml+水 495ml 

 ・濃度 0.1％（1,000ppm） 

   次亜塩素酸ナトリウム溶液 10ml+水 490ml 

（注）ここでいう次亜塩素酸ナトリウム溶液は市販されている「ハイター（塩素系。花王

(株)）」などの原液（５～６％濃度）を使用することを前提としている。なお、ハイター

の商品付属の蓋に入る量は 25ml、飲料用のペットボトルの蓋に入る量は５ml と言

われている。（メーカーの HP 等も参考とすること。） 

 



（エ） 作業中の留意点 

 ・清掃作業従事者と施設利用者が接触しないように、清掃時間・場所等に十分注意を

する。 

 ・作業中は、清潔区域に立ち入らない。 

 ・十分な換気が確保された環境で作業を行う。 

 ・特に接触頻度が高い、または汚れがある箇所は、表面の汚れを取り除いた上で清

拭する。 

 ・次亜塩素酸ナトリウムは素材を変色させる場合があるので、使用箇所に十分注意す

る。 

 

イ 退去後の居室 

（ア） 保護具 

「ア 共用部分」で使用するものと同様とする。 

（イ） 清掃資機材 

「ア 共用部分」で使用するものと同様とする。 

（ウ） 消毒・清掃 

通常の宿泊施設等と同様の清掃に加え、0.1％（1,000ppm）の次亜塩素酸ナトリウ

ム溶液またはアルコール（70％）により居室の内外のドアの取手やノブ等、利用者が

頻繁に触れた箇所（※２）を清拭し、消毒を行う。次亜塩素酸ナトリウム溶液を用いて

清拭した後は、水拭きを行う。 

（※２） 

・居室内 

入口ドアノブ及びその周囲（扉内側）、セキュリティーカードリーダーBOX（室内照 

明に連動）入り口ドアチェーン、壁面 S/W 類、窓開閉ノブ、ユニットバスドア（表側） 

ノブ及びその周囲 

・ユニットバス、トイレ 

ユニットバスドア（内側）ノブ及びその周囲（内側）、洗面台天板、蛇口、仕切りカー

テン、壁面、シャワーヘッド、吐水栓の鎖、タオルラックバー、トイレ各所（衛生陶器

便蓋、便座、洗浄レバー、操作パネル、トイレットペーパーホルダー）、鏡 

・什器備品類 

チェスト（引き出し）、ロッカー、靴ベラ、リモコン類、電気ポット、コップ類、テーブル、

椅子、電話、目覚まし時計、冷蔵庫、テレビ外枠、ハンガー、空気清浄機の S/W ボ

タン及びその周囲、テレビ電源 S/W、および外枠、ラジオの電源 S/W 及び各種ボ

タン 

・床 

（エ） 作業中の留意点 

・消毒・清掃作業開始前・作業中には、窓の開放や、浴室に換気設備がある場合は

稼働させる等、十分な換気を行う。 

・ウイルスを拡散させない方法で作業を行う。 

・特に接触頻度が高い、または汚れがある箇所は、表面の汚れを取り除いた上で清



拭する。 

・次亜塩素酸ナトリウムは素材を変色させる場合があるので、使用箇所に十分注意す

る。 

 

③ リネン・廃棄物の取扱いについて 

ア 清掃作業従事者がリネンの取り扱いを依頼された場合は、以下の点に留意すること。 

・体液で汚れていないリネンを取り扱う際は、手袋とサージカルマスクを付けて取り扱う。 

・体液で汚れたリネンを取り扱う際は、手袋、長袖ガウン、サージカルマスクを付けて取り

扱う。 

・使用済みのリネンを取り外す際は、ウイルスが付着していることを想定して、埃等を飛散

させないようゆっくりと取り外す。その後、速やかに回収袋等に回収し、二重に密閉した

うえで外袋表面を清拭消毒する。 

イ 清掃作業従事者が廃棄物の取扱いを依頼された場合は、以下の点に留意すること。 

居室からのゴミの取り扱いが施設によって異なる場合があるが、利用者が前もって配布

されたビニール袋に入れ、客室の外又はフロアごとに所定の場所に出す方法による場合、

清掃作業従事者は、手袋、サージカルマスク、長袖ガウンをつけて回収する。 

 

④清掃等作業後の退室等における注意事項 

退室時の手洗い、入退室時の保護具の着脱方法、廃棄物などの適切な取り扱いなどに

より、感染源の拡散を防止すること。 

 

（２）軽症者等宿泊療養以外の場合 

① 原則、通常の清掃作業により対応するが、ドアノブなど多数の者の手が触れる場所や物

品について、アルコールや次亜塩素酸ナトリウムを含有したもので拭き取りを定期的に行う。 

② 感染者が確認された施設等においては、以下の点に注意して消毒・清掃を行う。 

・感染者が発生した際、大がかりな消毒は不要であるが、長時間の滞在が認められた場所

においては、換気をし、感染者の高頻度接触部位などはアルコール（70％）あるいは 

0.05％(500ppm)の次亜塩素酸ナトリウム溶液による清拭で物品等の消毒を行う。 

・感染者が使用したトイレは、0.1％（1,000ppm）次亜塩素酸ナトリウム溶液、またはアルコー

ル（70％）による清拭を実施する。 

・次亜塩素酸ナトリウム溶液を用いて清拭したあとは、水拭きを行う。 

 

３ その他 

本マニュアルは、令和２年４月 27 日現在の行政機関等が公表している資料を基に作成した

ものであり、今後、修正・変更する可能性がある。 
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Ｑ＆Ａ 

 

質問１ 消毒用アルコールが入手できません。どのような代用品が考えられますか？ 

回答  医薬品及び医薬部外品に該当しない高濃度エタノール製品の使用も可能ですが、エタノ

ール濃度が 70～83％の範囲内であることを確認して使用してください。 

 

質問２ 長袖ガウンが入手できない場合、どのような代用品が考えられますか？ 

回答  雨合羽のように、体を覆うことができ、破棄できるものでも代用は可能ですが、未使用であ

ることを確認の上、使用してください。 

 

質問３ ペーパータオルが入手できない場合、どのような代用品が考えられますか？ 

回答  化学繊維のものを使用してください。使い捨てができない場合は、リネンの取扱い（体液

で汚れていない場合は、手袋とサージカルマスクを付け、一般的な家庭用洗剤等で洗濯

し、完全に乾かす。体液で汚れている場合は、手袋、長袖ガウン、サージカルマスクをつけ、

消毒（80℃以上の熱湯に 10 分間以上つける又は 0.1%（1000ppm）次亜塩素酸ナトリウム

溶液につける。）を行う。）にならって再利用してください。 

 

 


